
第８回 荒川水系（埼玉県域）大規模氾濫に関する減災対策協議会 の開催概要
洪水氾濫時の“逃げ遅れゼロ”を目指して

●荒川上流河川事務所長のコメント（抜粋）

「訓練したことしか本番では実行できない。備えだけでは実行できない。」という教訓のもと、共有し
た情報・事例を活用し、より的確に地域の安全を確保していくために引き続き連携を図る。

防災情報の確認方法については、事前に確認するとともに各機関内で共有して頂きたい。

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点からweb方式により開催

これまでの本協議会の取組はこちらからＤＬ出来ます→

●５月３１日(月)に「第８回荒川水系（埼玉県域）大規模氾濫に関する減災協議会」を開催しました。

本協議会では、「水防災意識社会再構築ビジョン」に基づき令和7年までを目標とした荒川水系（埼
玉県域）の減災に係る取組方針の改訂案が了承され、また、氾濫危険水位（氾濫開始相当水位）、洪水
予報における予測水位時間の延長等の情報共有や坂戸市、蓮田市、川島町、吉見町をはじめとする各
構成機関での減災に係る取組状況報告の他、熊谷地方気象台からキキクル、ホットライン等の情報提
供がなされるなど、各フォローアップと今出水期に向けた情報交換をweb会議方式で行いました。

https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00603.html

https://www.ktr.mlit.go.jp/arajo/arajo00603.html

